
魂のHealing Book
◆魂◆

魂は、「生きる」・「使命を果たす」など、成長する目
的を持ったエネルギー体です。
生命エネルギーの基盤となるのが魂のエネルギーです。

肉体が滅びても、魂は滅びることなく存在し、経験が全
て記憶されています。前世の記憶を持つ人が存在するの
はこのためです。

魂は、地球で今生どんなことを体験し、どんな経験した
いのかを、予め決めてきていると言われています。
経験したいことの他に、男女、容姿、体格、親、環境な
ども自分の魂が決めてきたものです。

例えば、お顔や体型にコンプレックスがあるとしても、
自分が選んだのなら仕方ない、だとしたら、どんな感情
を体験することができたのだろう、、などと、許容でき
るのではないでしょうか。

また、親と反りが合わないとしても、その親を選んだの
が他の誰でもなく自分なのだとしたら、、そこに魂の学
びがあると思いませんか？






魂のHealing Book
◆95%と5%の法則◆



95％：5％　これは潜在意識と顕在意識の割合です。

目に見えている現実（容姿、環境、経歴、思考など）は
たったの５％で、
反対に、目に見えない世界（感情、潜在意識、エネルギ
ーなど）は、95％を占めています。

魂の望みを現実創造していくうえで、たった5％の現実
に惑わされ、5％のエネルギーでどうにかしようともが
いても、現実は中々変わりません。

それよりも、視点を変え、圧倒的な割合を占める95％の
見えない世界に意識を向けて、95％のエネルギーを活用
していったほうが、現実が変わるのが断然早いと思いま
せんか？

幼少期から刷り込まれてしまった不要な思い込みを、ど
んどんなくして、潜在意識を軽やかに使いこなしていき
ましょう。




（％の比率は諸説あります）



魂のHealing Book
◆時間の概念◆



時間は未来から過去に向かって流れています。
未来が今に近づき、今が過去として遠ざかっていくので
す。

遠ざかっていく過去の出来事や経験にとらわれるのでは
なく、これから近づいてくる未来に目を向けましょう。

どんな未来が望みなのかを予め決めておくことで、望み
が叶うことにアンテナが貼られ、それに関係する何かに
気が付いたり、閃きやすくなったり、自分では思いもよ
らなかった流れが向こうからやってくるようになりま
す。

また、別の分野では過去、現在、未来は同時に存在して
いるという概念もあります。
次の瞬間、どんな自分で在りたいか（どんな感情、思
考、感覚、体の状態など）は、今、自由に選択すること
ができます。

時間の概念を取っ払い、今という瞬間を味わっていきま
しょう。



魂のHealing Book
◆二元性ともう一つの世界◆



光：影
陰：陽
天：地
善：悪
男：女
左：右

ポジティブ：ネガティブ

このような対となる存在のことを二元性といいます。

そしてこの対極する2つの世界を統合した世界、
それがもう一つの世界である中庸、調和の世界です。

調和を取るためには、ネガティブもポジティブも両方必
要で、対局する2つの意識を統合していくことで、本来
の自分を取り戻していくことができます。

どんな自分であっても、受け入れ許し、愛していくこと
で、自分の意識が統合され、集合意識（個人を超越した
先天的意識）を活用することができるようになります。
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◆映写機の視点◆

『あなたが見ている世界と、他の人が見ている世界は、
まったく別ものであり、そのどちらもが「幻想」であ
る。』これが一人一宇宙の考え方です。

同じ出来事をAさん、Bさん、Cさんの3人で体験をした
としても、どのように捉えるのかは人それぞれです。
Aさんだけ良く捉えて、BさんCさんが悪く捉えたとして
も、Aさんが間違っている、ということでははありませ
ん。
Aさんが捉えた世界を、「Aさんにはそう映っているん
だね」とBさんCさんがただ気づくだけでいいのです。

映画館のスクリーンに日常が映し出されているとした
ら、スクリーンの中の自分は本当の自分ではないし、登
場人物は自分のために登場してくれている、ただのエキ
ストラにすぎません。
自分の立ち位置は、スクリーンに映像を写す映写機。
登場人物も出来事も、自分が見たい世界を創りだし、ス
クリーンに映すことができます。どんなに辛い出来事
も、嫌な人でも、自分が登場させているのです。

嫌な出来事や人物の「本当の正体」に気がついたら、も
う二度と同じような事や人は現れなくなります。


